
【２０１８年６月１１日～９月３０日】

●調査の概要
本調査は全国大学院生協議会（全院協）が全国各大学院の院生協議会・院生自治会の協力の下に実施する全

国規模のアンケート調査です。大学院生の研究・生活実態を客観的に把握し、大学院生の研究及び生活条件の
向上に資する目的で使われるものです。2004年から毎年度実施しており、今年度で15回目となります。これま
で多くの大学院生の方にご協力いただいてきました。
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●2017年度調査の結果

・バイトに時間を取られる…
回答者の79.2％がアルバイトに従事し、その目
的は91.0％が「生活費・学費をまかなうため」
と回答。
・奨学金への不安・・・
多くの大学院生が貸与型の奨学金を利用。

61.3％が奨学金の利用経験があり、さらにその
が、53.1％が300万円以上借入と回答（右図）。

アンケートは、Webからでも回答できます。
所要時間は約10分です。以下リンク先のフォームか、
右QRコードより回答ください。
期間は上記の2018年6月11日～9月30日です。
アンケートフォームURL: https://goo.gl/R4fUHk

「バイトせざるを得ず、研究時間が削られる…
1000万の借金を背負って、将来的な見通しが
立たない。」など・・・

寄せられる実態は深刻です。 奨学金借入総額についての解答（昨年度調査より）

●メディアからも注目 ●報告書を作成・国会へ要請に
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